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１．教員紹介・主な研究分野 

 

 「英語を学ぶ・使う」という実践の背後に多くの「仲間」が存在し，多様な人々が差異

によって響き合う「学びの共同体(未知の世界と出会い，他者と出会い，自らの存在と出会

い対話する対話的実践を遂行するコミュニティ)」を，いかに「教室」という場と，「インタ

ーネット」を活用して創出できるか，その教育方法に取り組んでいる．これまで，以下の

３つのサイトを立ち上げ実践してきた : Interactive Writing Community, Interactive 

Reading Community, Writing for the TOEFL Test. 

 今後，これら３つの「学びの共同体」を充実させていくために，世界中の教育機関とネ

ットワークを結び，さらに，マルチメディアをフルに活用して様々な機能を実装していき，

新しい英語学習環境の創出の研究と実践に従事していきたい．  

 

２．研究業績 

 

① 最近の著書・論文 
水野 邦太郎．（単著）. 2016. 「Graded Readers における “Graded”の文化的・教育的
価値の探求」『英語教育』10月号. pp.66-68. 

Kuniatro Mizuno. （単著） 2015. From reading books to sharing books: Going beyond 

the virtuous circle of the good readers. JALT. 39. pp.16-21.  

水野 邦太郎. （単著）. 2015. 「活動的で，協同的で，反省的な「読書コミュニティ」の

創出 ～ 学生一人ひとりが想像の翼を広げる教養教育を目指して」『第 21回 大学教育

研究フォーラム』pp.262-263. 
水野 邦太郎・東矢光代・川北直子・西納春雄. (共著). 2013.「プロジェクト IRC : 多読
授業における社会文化的アプローチの効果」『外国語教育メディア学会九州・沖縄支部
紀要』第 133 号. pp.41-69.   

 
②その他最近の業績 

＜学会発表＞ 

Kuniatro Mizuno. (単独). 2015. Blended learning of extensive graded reading and 

data-driven learning. FLEAT Ⅳ Conference, Harvard University, Cambridge MA. 

Kuniatro Mizuno. (単独). 2014. Constructing linguistic knowledge utilizing the Oxford 

Bookworms library series corpus designed for data driven learning. AILA World 

Congress 2014, Brisbane Australia, The Brisbane Convention & Exhibition Centre. 

 

＜開発したサイト＞ 

Interactive Reading Community 

http://www.interactive-l-community.com/IRC6/Login.php 

 

Interactive Writing Community 

http://133.130.75.57/iwc/IWC/index_2008s.html 

 

Writing for the TOEFL Test. 

http://133.130.75.57/iwc/TOEFL/2008s/index.shtml 

 

③過去の主要業績 

 

水野 邦太郎．2005. 「本と人・人と人との絆を結ぶ互恵的な読書環境の創出」『コンピュ 

  ータ & エデュケーション』Vol. 19. 75-84. 2007年度 CIEC 学会賞・論文賞 受賞.  

http://www.interactive-l-community.com/IRC6/Login.php
http://133.130.75.57/iwc/IWC/index_2008s.html
http://133.130.75.57/iwc/TOEFL/2008s/index.shtml


 

田中茂範 編集主幹. 2003『Eゲイト英和辞典』他多数．共著．ベネッセコーポレーション. 

 

３．外部研究資金 

 

科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金基盤研究(C))     (課題番号 23520689)    

(至平 26.3). 「意識的な語彙・文法学習を取り入れた多読プログラムの開発とその教育的効

果の検証」 

 

科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金基盤研究(C))  (課題番号 26370670)    (至

平 30.3).  「認知的/社会文化的アプローチを融合した多読プログラムの開発とその教育的

効果の検証」    

 

４．受賞 

2013. 福岡県立大学 第一回ベスト・ティーチャー賞 

 

５．所属学会 

大学英語教育学会，全国英語教育学会，外国語教育メディア学会，認知言語学会，日本英

語学会，英語コーパス学会，コンピュータ利用教育協議会，教育工学会 

 

６．担当授業科目 

英語Ⅱ(1)・１単位・１年・前期，英語Ⅱ(2) ・１単位・１年・後期，英語Ⅳ(1)・１単位・

１年・前期，英語Ⅳ(2)・１単位・１年・後期，教養演習・１単位・１年・前期． 

 

７．社会貢献活動 

８．学外講義・講演 

９．附属研究所の活動等 


